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lハ Voluntary Intake (自由採食量}をめぐる諸問題
北海宣農業試験場草地開発部 雑グ賀一 優

[はじめ.に

牧草の最終の目的は家畜のヤ生産物"にあるため、牧草と家畜を切り離して考えることは出

来ないよ家畜の生産を効率的に高めることが、優良な牧草の具摘す7べさ条件と思おれるので為

一次にその剣牛をとグ出してみよう。

1) 収最が多¥.no

2) 栄養価が高い。

'3) し好性が高〈、採食量が多¥.no

込 4) 消化、吸収が良い。

5')〆家蓄の栄養生産に移行する害Ij合だ大きい。

これら 5つの条件の中で、 1)~..よび 2) については牧草分野の研宛者にJ:; þ 、また 4) 、 5)

については畜産分野の研究者によって、永年にわた t研究されているo じがしながち、 .3)に

ついてはなろそかに扱われてふ今、その重要性が取上げられ、注目をあびはじめたのは最近の

ことである。 3)の重要性とは何かーという聞に対し、簡単にふれてみ孟:ぅ o

家喜子に与えられた飼料は、維持飼料と生産飼料に分かれる。維持飼料とは、家苔が生長もせ

ず、栄養生産、労働生産もせず、健康を保ち、体重を維持τるのiこ必要な飼料である口.また、
生産飼料とは、家畜が生長あるいは乳肉卵毛の生産、、繁殖ー労役なとを行なうための飼料であ

る0.'維持飼料には大体一定量の飼料が消費されるため、それ以上に採食された飼料は、ほとん

どすべでが経済的効果のある生産飼料に利用されることになる。このように、採食量の増加は、

家苔の種々の生産と磐線に結ひーついているので、 3)の条性は非常に重要な意義・を持ラている

ゐといえる勺

. U Vountary ‘Inta-ke と Pala七abili七y

3)の条件に対応する語として、 VOluntayア In七aka(以後γiと略すれ

Palatabilitア、 Preferen‘ce、 Acceptahili七y、なかでもVIと

Pa'la七abilityがよく用いられるようであるo 上Jかし、， Blax七er ら(1961)、

o a m p 1 i n g. ( 1 96¥ 4 )らが指摘しているように、 VrとPalatabilityとは区別す，べ

きであるう n VIとは、飼料が充分与えられた時、一定期間中に家蔀によって採食される量を

示し、 Oonven七ional method で評価されるが、 Palat a b i 1 i七yとは、一般に2

積以上の飼料が与えられ、選択が許される Oafe七eria methodにより評価される。

。第 1図でとの柱縫を明確にすると、 Pala七abiliげは食欲機構に属する 5官によb差が

生ずるものであるのに対レ V1は、食倒幾構に影響されるばかbではなく、採食が「空の胃J

「組織中の栄養減少」によヲて刺激され、 「満された胃J、 「組織中の栄養増加Jによって均-

1'.;切される飢餓機構にも影響されるという相違がある o P a ia.t a b i 1 i tアの評価では飼料開
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の差が現われやす<-~評.仰に必要な時間、規模、労力ば少な〈 τすむロしかし、家否の生産に 4 ‘ 

よb密接に結ひっき、信頼度の高い結果は、 VIの評l1rffiに上って得ちれるものであるだめ、試ー ....-

験の目的により評価方法を決定すべきであるロ上述のように、ことでは Pala七abili'ty 

をVIの 1部であるという見解をとb、以下VIに関与する要因について述べる。

食欲機構

~一一\下
目鼻耳

第lB雪1:j菜食+信対する食欲命よび印|餓の機構

( R i g g e'n b e ~.g .; 1:: 9 6 0 :) 

liI V.Iに関与する要因

(11 外観的形質

色と採食の関係を述べた論文は{をとんどなく、明らかでないが、萌芽したばかりの緑色の

草を好み、 *Y~、病気などによワて黄化した算が採食されないのは、色より触感、あるいは水

分、繊維含景などによるもりであろう。触感がV'Iと関係しているtごとは‘多〈の研究者の

主張するところである。ト~:.)レプ工、スクでは、 ..~Ï.j:・形がよひ何~(感との聞に r = 0.48. *の相関

が得られ(Oraigmiles:ら、 1964)、オーチヤードグラスでも、ケイ酸質の葉歯めた

* ー
めに採食がよくおいといわれている一(Di Jk... 1 959 れまた、ワイーピングラブグラヌ

では、革担との問に相関がみられている (Leig}~ 1961)。

排1世物は、放牧地にお、lハて不食過繁i也を作る大きな要因であるが、そのj京国は、 p/Nの

-49-

〆、'

1、

面、

，'. 

r‘ 

、



アジパラシスによる糖分の減少のためではなく、匂¥，nが採、食を防げるといわれ (Mar七en

8c Donker、1966 )、その結果、残食部は繊維合荒が高くなにまた、消化率が低くな

るためにますます敬遠され、肥料的効果も付加されて、不食過繁地が出来ると考えられる。

排世物が草地に影響を志、よほす期間について、 N0 r m a n & Gr e e 11 ( 1 9 58 )は、尿の

影響は比較的短期間で消失するが、義の影響は 18カ月らUーも続くと述・べている。

(2) 草指名、よび品積

牧草の草府間]の比較は S七apユedon(lヲ27本)、 Archibald ら(1 94 3 )、

IVins(_1952)、Harkess(1963)、広瀬 (1964)、MinS onら(1964)、Reid

& Jung(lヲ65)、HYderら(1966)、SPedding(19 66)など多くの研究者によ

って行なわれている。 s七apユedOn(1927)は、時期的な経過を考慮に入れ、各草有!の

し好性をみているロそれによるとーライグラスは早春;J:，~上び秋に最も好まれる"オーチヤー

ドグラスは、春先にはよいが、 U~í:t~iの経過にしたがい急激にし好性は落ちる。チモ νーは、

晩春から夏、秋にかけて最も好まれる。メドーフエスクは、出穂、による成分変化が急激でな

いため、年間を通じて悪くはならない、自クローパ、赤クローパ(晩生)は年間を通じて良

加。ーと述べている。草積間にあらわれるし好性の差異は、消化率により大きく影響される

のではないか、と考えられるD 第 2関は Re土d & .Jung(1965)の行なった試験で、 6

草稿が 5月 15日に刈

取られ、 Oafe七erla 

me七hodで評価され

た結

化率では 70""_'7 4 %で、

i'仔，苛苛ま‘とんど差差:がなlい/ρEにも

カかミ坊カかミわらず、 採食最で

は差がみられ、 :!:f.iI体重

ではアノレブアノレブアの

0.2 6工o/dayfこ対し、

トーノレプエスクは0.09

ユち/daァで、約 60叫低い口

この試験から明らかな

ように、草穏聞のt采食

量の差には、消化率以

外に何か他の形質が大

きく関与していると考

えられる。
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第 2隠1:刈取給与した各牧草のVI台よび消化率
( Re i d & J u n g ; 1 965 ) 
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マメ科牧草では、アノレブアノレフアのし好性が良〈ないといわれるが、，イ外科牧草に比較す

ると好ま仇るよ iうであるn

品積ー内になけ冶比較は、オーチヤードグラスでは S七aple'd'onら('1934)、吉、山/ら

(1963)、B正and 8c Den七(1964)らによb行なわれている。 Bland'&; Den七

(1 964 jは、早生のオーチヤードグラス、 4.(f-i体のライーグラスは、茎、禁輸が太ぶ多汁

、で、家喜一に対し、し持性が高いという結果を得ている口このことは筆者ιの行なった試験の結

果によっても明らかで、早生のオーチヤードグラスは、，出穂の影響のあ1らわれる時を除1いで、

年聞を通じて高い採食合示した。ヲイーピングラブグラスでは、:L e i gh (.1 961 -)らによ

って行なわれている0，~をた、 トーノレフエスクでは系統間の比較にまで進んでなb、Buckner

8c BurrUS(1962)は、採食の良い系統を選抜している。，

(31肥 料 F

Nの施用が多くなると可消化有機物が増太し (Ashford 8c"Troe18en、19 6 5 i、

この可消化有機物がじ好性と関連するといわれ(B la n d &; D'8 n七、 196 4. Ha r d i s 0 n. 

ら、 1954 )、 Nの拘用は家畜に対するし好性を増大すでるようである (Iv:ins、1952)。

一方Reidらぐ19，66)ーは、肥料の形態によっても異なるが(硝酸ナトリワム〉硝震をア yモ

ニクム〉硫酸アンモニワム〉尿素〉燐酸アシモニクム.)、 Nの施用は採食殻を減少させると

報告しているD また、 Arnol~ &; Dudzinski(1~66) は、牧草の N 合最と反すう時一

間の間に負の相関をみてうけた。このように、 N肥料の影響は研究者によって見解が異なb、

明確ではないが、 N方面用後の植物が急激に伸長する時期では、採食きれる部位のN合最ち少

、，なく、し好性が高いが、 Nの施間後ある持!聞を経過Lた梓(物体では N合管が高てなり、繊維

合最も明大し、:その結果として採食が減少するのではないかと忽われる。

Eの施用では、 Reid &; Jung(1.965)が有意ではかv勺が、探食を増太するという斡

〆果を得.てなb、S七apledon(1947}は石灰の脆用で、 Leigh(1961)は、高いP、

K含量を有する，牧草で採食が良好である宇いう結果を得ている。ただし、ろもaの比が大き / 

すぎると、オーチヤードグラスでほ/し好制;が落ちるようである(D i j k.. . 1 9 ，5 9キ)口

(4i 消化率 、、

Bu 七七 erWor~h 8c *ries(1965)は羊を用いた試験で、ネーピア"ダラスは、成熟

するにつれて胃を通過するのに要する時・聞が長くなるロまた、挟食費の多い時期では消化率

が高くなり、胃の通過速度は涼〈なる、とわう結果:を得ているo とのように、消化率のよい

飼料は、消化器官の通過時聞と関係し、採食置が高〈なることは、多〈の静限E者・

(s七apledon 1947. Blax七er' 1 964 : . R e i d &; J un g 1 965. Oa mp 1-

.ins 1 965.， Bu七七 erWOr七h 1965. Demarq，uilly・19'6，5 )によーって明らか

にされている。穿九段|はピ'Reid &fJ un g(7965)による、，オ「チヤー let，ラスの時期

の経過にともなう消化率;の推移と VIとめ関係を示した関である。成熟が進むにした!がって

、;
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r 



80 

70 

60 

5 

消化率は低〈なb、平行してV'Iが減少することがわかる。 2若手草では、 1審草のような顕

著な傾向は見られない。
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0-----0消{じ率

70 90 110 130 

刈取持J( 5月 1日からの日数)

第:;r景1:ォーチヤードグラスにかける消化率と VIの関係 (Reid & Jung ， 1~6'5) 

オーチヤードグラスで、との 12点のデータKよb消化率と VIの相関係数を求めた結果、 ι

+ 0.，81料という高い相関係数が得られた。その他の草積Vておいても相関係数が計く算された。

第 1表:消化率とVIの相関 (Heid & Jung，1965) 

~J!fi 程 時期 相関係数

アノレフアルフア 1 1 十 0.4 5 

チ モ ν - 9 十 o. 5 7 

プロームグラえ 1 2 十 o. 6 2 * 

オーチヤードグラス 1 2 十 0.8 1 ** 

スーダシグラス a 2 0 十 o. 8 5 ** 

トーノレブエスク 1 0 一 o. 3 1 

有意な+の相関は、ブロームクーラス、スーダシグラスによっても得られ、有意ではないが、

アルフアルフア、チモνーも十の高い値を示している。前述のごと〈、 S七ap工edon

(1927*)は、 「メドーブエスクは出穏による成分変化が急搬でないため、し好性は年間

を通じて謀〈ならない」ことを明らかにしている。トーjレブエスクもメドーフエスクと同

様に、し好性の変化が少ないと仮定すれば、消化率と VIの相関係数が低凶値を示したこ

とが理解されうる。 Cooper(1962)は、消化率とVIに相関がみられるのは、その飼

-52ー



本~I の繊維合軍・が関与してW るためであり、、繊維合ー罰が少な〈、.消化されやすい形態にな

っていれば、反すうに要する時品切Z少なく、 V1 が高〈なると述べている。 1 持~の研究者

は、組織統合最はし好性に大きなりエイトを占めない(L e i g h ， 1 9 6"1 )、と報告してい

るが、一般にVIと繊維含置には、負の相関が存在するとνγわれている (Hardisonら、

1954. B工and & D'ent 1964. Wilson & Oar'r士c'k 1 96'6 )。

消化率は‘ VIに影響をかよほす要因の中でも重要な位罷を占めている。評価方法ーは、一

般には羊、 U.l羊、兎、鶏がつかわれ、採食した成分量から排j世した成分景を引き、消化吸収

された成分最を求める方法が用いられている。しかし、この方法ーでは、チシプノレ数が多い場

合、あるいは 1つのすンプノレ最が少ない場合は評価が不可能である。 in v i"七rOの消化試

験方法は Tillyら(1960)にょうて開始され、その後も改善されて、 1部の成分ではよ

い粘果が得ちれている。 Ooo:per(t962)らは実際Kライグラス、オーチヤードグラス

でタンパク質の消化率忙対する選抜を行なっている口

(51 成分含有量:

可消化有機物、あるいは組締維合開・が採食に影響するととは前K述べた。そのほかに、

Hardison(1954)は、エーテノレ浸出物、 4金属分の合有景が多いほど採食が良好である。

ととを見い出じた。また、 B1 a nd_ & D e n t (1 9 64)は、.才一チヤードグラスの品種

間でPalatabili七アの試験を行なったが、そのイ会果、?採食景とへキソースの問!と

十 0.721 0てフラクトサ y との問(1[+ O. 7 5 ci 8 ** ....全糖との陪J(fC + O. 9 1 1 7料本という非

常忙高い相関を得た。また、.Van. SOest (1965)は7草積常用いて、化学成分と VI

との相関を求めたo'それによれば、草芯内ではリク'ニY、酸溶性t:f.J，党、セノレローズ、細胞壁

構成物の含置と v']'の問K負の相関がみられ、蛋白含景を消化率との問?とは正の相関が得ら

れた。とれらの傾向はスーダングラス、オ一一チヤードグラス、プロームグラスでは顕著であ

るが、デモν一、アノレブアノレフア、ヌノレーグラフ、、 トーノレプエスクではあま台明確ではないq
草積間の相関で、リグリ y合理:と¥1Itrc 0.91もの高い数字があるが、 7草種の中にアノレフア

ノレフアが含まれているためで、イネ科草積~て限った試験では負の相関係数が予想される。
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v第 2'表:化学成分、，消化率とVIの相関 (Va':ii)So'est:.196:5)

D egrees I T ~ ，._，:~， I 1 Lisn:i.n I ，ADF. 
Of .freedoml ---- I 

PrO七e~" ， 1品工luユoes
Diges七i，...; I 

W c ，，1，:::-:;-':;'.:-:: _: -
もi1i七y. i 

スーとクVクヲス

オーヲーヤ._E' 
，グブス

ブロームグラス

ヂモ ν-

Fアノ只プアルファ 1 1 0 

ブノレーグラス

トーノレブエスク

合計

草種内

車種間

1 9 ..:... 0.89 ** 

l..;.， 0.76申*

キ

*
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*

牢

Q
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n

斗

n
O
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n
U

門
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8 1-0.33 

-0:65 帥l'2o.~ 5*申

0.77桝 I....:'0.87料

0.79料 l-0.8J*

耳目 高高

O. 7 0" 1 -0.8 7ーマ

牢*1
~0:7 8 

;.;. 0.9'♂キ

ー0.77料1'.

O. 2 9 _' 'r ~: O. 4:7 I .:.. a. 3 '7 

0.1 7 I -O. 20 

、 1・
..:... 0.2 5 l' o. 3 7 
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-0.46 I 0.04 
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-0.2タ

-0.06 

0.57 

古車

-0.65' 
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，(6) 家畜の種類

採食費はもちろんであるが;し好性が家畜む種類によって異なるととは当然考えられると

とである。'r'nga， i 18: (1 '9 63)ば多くの草種を用v玉、家高:vrよるじ好位の比較を行なった。
その結果;L牛ばアルフアルブ九羊はノ〈ーヌフットトジアオイノレの採食が良好であるモ報告
し友0 ・...で方~'.c ，ow) Fs hβv.r & .Ald e r.('1 ~?'6:;O) は牛と羊のじ持性試験を行ない、 牛は羊

J よJ)Ar:一戸エスタを好み4 オーチヤア?ドグラスは去の方が好むと報告している白‘しかしと
4れら、φ成績は統計分析が行なわれておらず、他の論文;においても，、家畜:vrよるし好性の差が
統計的医有意であるととを示した成績はみられない。一般K、子畜は親よ炉消化率、栄養価、

糖分合量などで選択力が大であ‘るとわわれている。詮た、羊と牛の選告R力の比較セ、は、羊の
芳が敏感であるとしぺわれでいえ5が、逆の成績もあるので明確ではない。とのよう K家畜の種

4 類でのし好性の比較はあま恒行なわれず、成績も少ないがイ乙の原因は4家事の個体間のし

好性K対する差が、家畜の種類間Kおける差K比較して大きいためと思われる。

IV 考察

以上、主として列国文献の紹介Kよてって、牧草の側から VIについて考察を進めてきたが、

さらK家畜の側からみれば、種類、年令、飼育の目的、育成環境などの多ぐの要因が考えられ

る。 をた、思考能力があるため、その心理状態Kよっても大きく左右される。 V1 VCは、 ζの

ようK家畜および牧草の両面から数多〈の要因が関与し、それらが単独、あるいは交互作用と

なって複雑な、 t理解され難い現象を形づくっている。牧草の究極の目的が家苔の穏々の生産K

1 あb、家畜の種々の生産が牧草をぬきKして考えられない現段階Vておいては、両分野は密接に

結びつかわばならない。牧草の生産がたた、ちに家斎の生産K移行するためには、両分野の研究

範聞が拡大され、連結部の谷間を解消し、 V1の解明が飛躍的K進むととが望まれる。
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